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中間評価 最終評価

Ａ　身に付いた児童が８０％以上

Ｂ　身に付いた児童が７０％以上８０％未満

Ｃ　身に付いた児童が７０％未満
Ｃ Ｃ Ｂ

Ａ　クラスの８割以上の人数が成果確認問題
の合格基準を達成

Ｂ　クラスの６割以上８割未満の人数が、成
果確認問題の合格基準を達成

Ｃ　成果確認問題の合格基準を達成した児童
が、クラスの6割以下の人数

Ｂ Ａ

Ａ　クラスの８割以上の人数が成果確認問題
の合格基準を達成

Ｂ　クラスの６割以上８割未満の人数が、成
果確認問題の合格基準を達成

Ｃ　成果確認問題の合格基準を達成した児童
が、クラスの４割以下の人数

Ｂ Ｂ

Ａ　児童の自己評価と、担任のみとり(発言・提出
物・ノート・態度等)により、クラスの８割以上の
人数が、意欲的に学習に取り組んでいる。

Ｂ　児童の自己評価と、担任のみとり(発言・提出
物・ノート・態度等)により、クラスの６割以上８割
未満の人数が、意欲的に学習に取り組んでいる。

Ｃ　児童の自己評価と、担任のみとり(発言・提出
物・ノート・態度等)により、クラスで意欲的に学
習に取り組んでいる人数が6割以下。

Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ　把握から一定の解決まで3週間以上かかっ
ている案件が０

Ｂ　把握から一定の解決まで3週間以上かかっ
ている案件が3件未満

Ｃ　把握から一定の解決まで3週間以上かかっ
ている案件が3件以上

Ｂ Ｃ

Ａ　自己受容評価１点台の児童が全校児童の
5％未満

Ｂ　自己受容評価１点台の児童が5％以上１
0％未満

Ｃ　自己受容評価1点台の児童が１0％以上
Ｂ Ａ

Ａ　90％以上の児童が身に付いている

Ｂ　80％以上90％未満の児童が身に付いてい
る

Ｃ　身に付いている児童が80％未満
Ｃ Ｃ Ｃ

Ａ　元気アップタイムや短縄月間の取り組み
に意欲的に取り組んでいる児童が90％以上

Ｂ　元気アップタイムや短縄月間の取り組み
に意欲的に取り組んでいる児童が70％以上
90％未満

Ｃ　元気アップタイムや短縄月間の取り組み
に意欲的に取り組んでいる児童が70％未満

Ｂ Ｂ

Ａ　給食を自分で食べきることができる量に
調節し、完食する児童が80％以上

Ｂ　給食を自分で食べきることができる量に
調節し、完食する児童が70％以上80％未満

Ｃ　給食を自分で食べきることができる量に
調節し、完食する児童が70％未満

Ｂ Ａ Ｂ

達成状況の指標　　　各項目の評価指標を参照

77.5% 82.2%

　中間と同様に、児童アンケートの結果
（86%）とほぼ数値は一致している。中間と比
べて数値がアップしたのは、調査を行ったと
きは長なわ月間の真っ最中であることが原因
と考える。。クラスごとに目標を設定して、
中休みは毎日校庭に出て取り組んでいる。目
標を達成させたいという「集団」の思いは、
「個」よりも強く、その結果意欲的に取り組
む要因となっている。

げ
ん
き
よ
く

○心と体
の健康教
育の充実
（④）

・わくわく発表会での５年生
の発表は、オリンピック・パ
ラリンピックの選手の記録を
具体的に表していて、選手が
いかにすごい人たちかが改め
て分かった。
・給食は、組み合わせやド
レッシング、野菜の切り方な
ど、目からも楽しめる内容が
大切だと感じた。

■⑨好き嫌いをしないで給
食を食べる児童を育成す
る。

○校長講話などで、食についての話をし、残菜減量につ
いての意識啓発をする。
○発達段階により、黙って食べる「もぐもぐタイム」
や、「完食シール」発行などの、具体的な取り組みを実
施する。
○給食指導目標を基に、各学級で声かけをし、残菜減量
に向け声かけをする。
○給食週間を各学期1回設定し、特にその期間は、食へ
の興味を高め、残菜を減らせるような声かけを担任がす
る。

78.0% 80.1% 79.0%

⑧基礎的な体力の向上に努
める児童を育成する。

○毎日の外遊びを励行するとともに、元気アップタイ
ム、短縄月間の取り組みを充実させる。
○東京都の体力テストの結果を分析し、とくに苦手な種
目について、特化した改善への取り組みを実施する。

　市の残菜調査からも、本校の児童はよく食
べているということが分かる。中間報告と同
様に、自分の適量を知って配膳の量を調節す
ることが定着している。給食の時間が限られ
ているので、時間内に食べきれないという児
童もいる。また、一般的に濃い色の野菜の温
野菜サラダが苦手という傾向もみられる。

　配膳を効率的に行い、食べる時間をしっかり確
保していくこと、給食の時間が節度ある楽しい時
間となるよう、時間と場の工夫をしていく(担任
がおいしそうに食べる、食についての話題を話
す、など)。偏食などの児童の苦手傾向を担任が
捉え、努力の方針を示して達成できたときには褒
めるなども効果的であると考える。

　目的意識が高ければ高いほど、意欲的に取り組
む。しかし、基礎的な体力の向上においては、
「個」のレベルアップが基本である。児童一人一
人が目標を設定したとしても、それを達成させた
いとどれだけ強く思うかによって取り組み方は大
きく変わる。やはり、楽しみながら取り組むこと
ができる工夫が必要である。運動・スポーツの多
様な楽しみ方を児童同士が共有できる場を工夫し
ていく。

・挨拶については、自分から
できる子が３割ほどしかいな
い。あいさつはコミュニケー
ションの基本なので学校での
指導を継続してほしい。
・校内でのあいさつ、廊下の
歩行などが乱れているように
感じる。

■⑥自分を大切にし、自分
に自信がもてる児童を育成
する。

○自尊感情調査を実施し、特に数字の低い児童においてはそ
れぞれにあった自信のもたせ方を教職員で共有する。
○学期に一回の担任による全員面接の際、児童の長所を一人
一人伝えることで自己肯定感を高めさせる。
○特別活動部との連携により、児童の様々な表現活動を交流
する場を設けたり、縦割り班活動でリーダー学年から下学年
を励ましたりするなどして、児童相互がよさを認め合う指導
をする。
○日頃から、保護者と密に連絡を取り合い、児童のよさや、
つまずきを共有し、「励ますポイント」を共有して児童に自
信をもたせるようにする。

7.0% 4.7%

　1点台の児童が減ったことは、日常の学校生
活や授業・行事を通して、児童自身が成就感
をもてたり、教師や友達から褒められたりし
たことがつながっていると思われる。ただ
し、学年が上がるにつれ、1点台の児童の数も
増えている。自我が芽生え、他と比較した
り、目標と現状とのズレなどに気付いたり、
客観的な視野が広がってくると考える。

　様々な場面で努力と賞賛・認め合いにより、児
童の「自分は必要な存在」という意識が高まるこ
とははっきりしている。中間報告で例として上
がった「得意技紹介イベント」のようなものに取
り組むことはできなかったが、来年度の実施を考
えていく。また、今後も保護者・地域と連携を取
りながら児童を褒めて伸ばしていく。また、1点
台の児童についてはその背景を探り、スクールカ
ウンセラーなどと相談しながら対応を図ってい
く。

■⑦すれ違った先生や外部
の方に、場に応じた（明る
く元気に・一度あいさつし
た人には黙礼など）挨拶が
できる児童を育成する。

○児童が主体的に取り組めるような「あいさつ宣言」を
作成し、校内に掲示して、あいさつについての自覚を高
めさせる。
○校長講話であいさつに特化した話をする。特に高学年
の自覚を促す。
○朝会時、6年生代表児が「一声とあいさつ声掛け」を
し、全校児童に範を示す。（例；「もうすぐ運動会で
す。頑張りましょう。おはようございます。」）
○生活指導月目標で重点化し、あいさつ運動の取り組
む。
○１～４年生、５・６年生の発達段階により、TPOに応

66.0% 68.4% 69.5%

　中間報告と同様に、児童アンケートの数値
（92%）と大きく離れている。①の考察と重な
るが、全校朝会や始業・終業の際の挨拶は全
員で声を出すので安心できているが、一人一
人で声を出す場面は自信がないのか声が小さ
くなる。例えば、教室移動で特別教室(図工
室・音楽室など)の出入りの際は、指導をしな
いと無言で通り過ぎてしまったり、外部の方
と廊下ですれ違っても子供たちは素通りして
しまう。

　「自分から」挨拶ができる児童を育成するために、
具体的な場面を教員が想定し、児童に示していく必要
がある。例えば、朝や帰りの挨拶の言葉は良くできて
いるが、校内に外部の方(地域の方・保護者など)がい
らっしゃった時に「こんにちは」の声はあまり校内に
響いていない。そこで、『「こんにちは」の聞こえる
学校』など年間を通して指導項目を設定し、児童が意
識して取り組めるようにしていく。

1件

　きつい言葉やにらむなどの行為がやめられ
ない児童がいる。周囲の児童が「生活アン
ケート」に「困っている」と書いてくるな
ど、いじめというわけではないが、継続的に
指導を重ねているケースがある。中間報告時
と同様に、いじめ防止委員会で、児童の様子
を共有しているので、上記のような小さなト
ラブルが大きなことに発展しないでいる。

　児童と担任との個人面談は毎学期行い、小さな
トラブルと言えども報告し合うことで、学校全体
で児童を見守っていく。だれにでもいつでも相談
していいことを児童にも伝え、安心で安全な学校
づくりに努めていく。また、多様さを認める指導
を学習・生活にかかわらず行っていくことで、互
いに認め許し共生していく心情を育んでいく。

■④意欲的に学習する児童
を育成する。

○「学ぶ価値があり 学びの喜びがわくもの」という視
点で教材を吟味・選定したり、地域素材を教材化したり
するなど、体験的な活動も重視しながら、教材の精選・
開発をしていく。
○ほめる、認める、価値付けるなどをして、自己肯定感
をもたせたり、満足感・成就感をもてるような適切な助
言・発問を工夫する。
○子供同士のコミュニケーションが活発で、よい事はよ
いと認め、失敗や誤りを温かく見守ることができる、学
び合いにふさわしい学級の雰囲気づくりに努める。

73.0% 74.6% 73.4%

　児童アンケートの結果(85%)が中間報告時の
数値(77%)よりも上がった。上記の漢字や計算
のように、目に見えて数値が結果として評価
されたことが意欲につながっていると考えら
れる。ただし、教師側からは特に発言の仕方
(発言する児童の固定化など)・提出物・ノー
トなどを活用についてはまだまだ課題がある
と考えている。

　学年が上がるにつれて発言する児童が固定化し
ていくのは否めないこと、と捉えずに、自己表現
する場の工夫を模索していく。ノートの記録の仕
方の模範になる例(前年度の児童のノートを借り
て展示する、など)を学年当初に示したり、定期
的に「ノート展覧会」などを行って意識を高めて
いく。

6件

○授業開始と終了時のあいさつを学年で統一し、指導す
る。
○「発言をするときは、挙手をし、指名されたら『は
い』と返事をし、起立して」発言をさせる。語尾まで、
しっかりと言うことを指導する。
○児童が発言しているときは「話し方のかきくけこ」
「聞き方のあいうえお」を意識させる。
○休み時間の過ごし方「①次の学習の準備②トイレ・水
のみ③教室移動」のルールをクラス掲示で全校に指導し
ていく。

65.0%

71.6% 80.2%

や
さ
し
く

○人権教
育の充実
（①）
○道徳教
育の充実
（⑤）

■➄仲間外れや相手の嫌が
る言葉遣いなどのいじめを
しない児童を育成する。

○年３回「いじめアンケート」を実施し、聞き取りを丁寧に
行い、全職員で予防策・早期発見に努める。
○ふれあい月間の機会を生かし、ＤＶＤ教材等を活用し、自
分や他の命を大切にしようとする児童の態度を育む。
○５年生とスクールカウンセラーの全員面談を実施し、心配
な児童には改めて個別対応する。可能な限り給食交流も行
う。
○毎学期の担任との全員面接の際には、交友関係についても
丁寧に聞き、いじめにつながるような案件には早期対応を心
掛ける。

調査中

か
し
こ
く

○教員の
資質向上
（②）

■①授業を支える授業規律
を身に付けさせる。

②学年配当の漢字の読み書
きを身に付けた児童を育成
する。

○漢字指導の際、成り立ちや使い方、関連して一度に覚
えた方がよいものについて教師が意図的に指導し、漢字
学習への興味を高めさせる。
○小テストなどで合格基準を設定してうえで成果確認を
し、結果に応じて家庭学習をさせるなど、繰り返し練習
させる。
○朝学習の時間、家庭学習の機会に、復習を取り入れ
る。

　漢字と同様に、低・中学年は中間報告との
差はないが（低…83%→81%、中…77%→
78%）、高学年の伸びが著しい（49%→79%）。
６年生は１学期の学習内容と比較して２学期
は少し容易だったとも考えられるが、６年間
の経験から様々な自主学習の方法を知り、学
習の計画を立てて実行する力が身に付いてき
たということも考えられる。

　漢字と同様に計算技能は、数値の向上が最も顕
著に表れる。努力が数値の向上とつながったと
き、学習の意欲は高まり、次への努力となった。
努力→数値の向上→努力、と良い流れとなった。
ただ、文科省の学力調査の結果などから、目的に
応じて必要な情報を取り出して問題解決に生かし
たり、式の意味を正しく捉えたりすることを苦手
とする児童も少なくない。技能の習得に関する意
欲向上を算数学習全体に広げていきたい。

64.9% 70.1%

　１年間で伸びた点については子供たちに伝えて
価値付け、次年度にも継続できるように教職員全
体で共有していく。学習中の発言の仕方やルール
は「七小の基本」と位置付け、年度当初から全学
年全学級で指導していく。

③それぞれの学年で学習す
る計算技能を身に付けた児
童を育成する。

○計算技能を身に付けさせる指導をする際、生活場面等
の事象を通して計算の必要性をもたせたり、計算の方法
や意味理解について説明させたりするなど、教師が意図
的に指導し、計算への意欲を高めさせる。
○小テストなどで合格基準を設定してうえで成果確認を
し、結果に応じて家庭学習をさせるなど、繰り返し練習
させる。
○朝学習の時間、家庭学習の機会に、復習を取り入れ
る。

68.4% 79.6%

・学習でよい成績が取れると
子供の意欲が伸びる。それを
褒められるとまたやる気が出
てくる。そうした相乗効果が
期待できるので継続してほし
い。
・研究の内容が他教科に渡っ
て横断的に身に付いていける
ような指導をお願いしたい。
・様々な工夫をもって指導し
てくれているのがよく分か
る。これからもお願いした
い。
・６年生のわくわく発表会の
内容が、よく調べられている
ように感じた。２年生は自由
奔放に活動している感じも
あったけれど、発達段階によ
るのだろう。
・わくわく発表会では、回を
追うごとに発表の質が上がっ
ている。ただ、保護者のお
しゃべりがひどく、思わず注
意をしてしまった。
・(わくわく発表会では)その
学年らしい色が出ていた。学
校公開に来る保護者とそうで
ない保護者との差が開いてい
る。もっと保護者と学校で連
携できるといいと思う。
・学校公開が多くあること
で、保護者が来やすくなって
いる。PTA同士で保護者に声を
掛け合うことができればいい
と思うが、学校のはたらきか
けには限界があるのかもしれ
ない。
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　　■　全教員で取り組むが成果確認は担任が行う　　無印　担任が取り組む

学校
教育
目標

中期経営目
標(カッコの
数字は経営
方針の番
号）

短期経営目標 具体的な方策 評価指標 当初
達成状況

分析 改善策 学校関係者評価

　授業の開始・終了時の挨拶や、休み時間の
過ごし方のルールなどは、継続的に指導した
り各学級に掲示したりしてきたことにより、
しっかり定着した。しかし、発言の際に語尾
まではっきり伝えたり、話の聞き方に気を付
けたりするなどの数値が低かった。集団で声
を出すことは安心できるが、一人では自信が
ないことなどが考えられる。

　低・中学年は中間報告との差はないが（低
…83%→83%、中…70%→70%）、高学年の伸び
が著しい（64%→87%）。これは、学習方法の
指導改善・工夫が児童の意欲の向上につな
がったことが大きな要因だと思われる。児童
の努力が点数の向上となって具体的に示され
た結果、「次もがんばろう」「がんばればで
きる」という思いを児童がもつことができ
た。

　第5学年では、学年の配当漢字の学習を早い段
階で終わらせ、週ごとにスモールステップでくり
返し取り組んだり、漢字を「文字」の学習から
「言葉（熟語）」の学習へと意識を変えた、など
の取り組みが数値の向上につながったと考えられ
る。学年が上がるに従って、語彙も豊富になるこ
とも関係があるので、思考や表現など、他の学習
内容とそれに費やす時間などバランスを考えなが
ら、意欲の向上に努めたい。


